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（法第２９条関係様式例） 

令和６年度事業報告書（案） 

令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで 

                     特定非営利活動法人ふるさと未来創造堂 

 

１ 事業の成果 

令和６年度は、中期ビジョン「『つながる』『つなげる』『仲間と拓く』新潟の防災教育を、みな（学

校・地域・家庭・行政・企業・NPO 等）で創るふるさと共育にする」の実現に向けて、引き続き以

下の３点を重点に様々な活動に取り組んだ。 

・ より一層の連携・協働を進め、共感の輪を「ふるさと共育化」への推進力にする 

・ 地域の教育力を結集し、学校防災教育をまちで支える仕組みを創る 

・ よりよい未来の新潟を子どもと一緒に創る仲間を増やす 

当法人が防災教育をきっかけに、学び合いによる地域一体での教育と共育社会の創造を目指し、

人づくり・地域づくり・まちづくりに取り組んでいる団体であることを発信し、全国的な認知度と

対外的評価を高めることができた。 

更には、企業・学校・団体と SDGs をテーマにした学習機会のタイアップや、県内の観光行政・

企業と連携し、スタディーツーリズムにおいて防災学習を提案することができた。また、新潟県中

越地震の体験談のアーカイブ方法と業務の省力化について検討し、補助金を活用して新サービスカ

タリ de ツナグをリリースした。 

令和６年度に実施したふるさと未来創造堂の事業詳細については、別紙のとおり。 

 

① 学校防災教育の支援事業 

１）南区内 6 中学校防災学習支援業務（新潟市南区） 【継続】 

     区内の中学校を対象に、地域と連携した防災教育を実践した。今年度も防災士や地域住

民を巻き込み、生徒と大人が共に学び合う活動に取り組むことができた。今後も防災士や

地域を巻き込みながら、学び合いの防災教育を推進していく。 

 ２）西蒲区６中学校防災体験学習及びサポーター育成講座実施業務（新潟市西蒲区） 【継続】 

    「福祉×防災」の視点での防災教育を地域の大人・防災士と中学生が共に学ぶ機会の提

案と実践、コーディネートを継続した。また、学校防災教育の支援者の育成として、区内

の防災士への研修会及び OJT にも取り組んだ。 

 ３）その他学校防災教育支援 【継続】 

    県内外の小・中学校、高校 146 校及び 9 団体を対象に、相談、資料提供、出前講座、研

修会、地域と連携した防災学習や防災訓練の企画・運営支援、総合的な学習の時間や学校

防災マニュアルへの助言等を行った。 
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② 地域及び家庭の防災教育支援事業  

 １）各種講座の実施 【継続】 

防災訓練の企画運営支援、避難所運営委員会の初動対応、子育て支援施設での防災に関

するお話会、地域住民や親子を対象とした楽しみながら学べる防災講座（防災グッズづく

り・防災クイズ・避難所の防災備品の組み立てや紹介・非常食体験等）などを実施した。 

  ２）もしもの時の防災教育（新潟市西区） 【新規】 

     イオン新潟青山ショッピングセンターにて、イオン チアーズクラブの会員（小学生）22

名を対象としたイベントの企画・運営支援を行った。参加者から「煙の中の避難が難しか

った。車のジャッキで人を助けることができて、すごいと思った。もしもの時のために準

備したい。」といった感想聞くことができ、参加者の防災意識を高める機会となった。 

 

③ 防災教育の推進に関する交流・イベント事業 

１）新発田市・海老名市ヘルシー＆スタディプロジェクト事業（新発田市） 【継続】 

    全小学校で実施している防災キャンプ事業をスタディーツーリズムに組み込み、2 泊 3

日で神奈川県海老名市と新発田市の小学 4 年生が交流するプログラムを実施した。活動が

よりスムーズに行えるよう、プログラムを市の施設側とすり合わせをしていく。 

 ２）防災ファミリーキャンプ（新発田市） 【新規】 

    全小学校で実施している防災キャンプを家庭向け体験イベントに発展させたイベントの

企画・運営支援を行った。当日は 42 名 13 家族が参加し、避難所の生活スペースづくりや

パッククッキングなどを体験した。アンケートの集計結果は肯定的評価 100％で、楽しみ

ながら家庭の防災意識を高めるとともに、家族の絆を深める機会となった。 

３）外国人のための防災セミナー（新発田市・胎内市） 【新規】 

新発田市・胎内市の在住外国人を対象とした防災講座を実施した。やさしい日本語で、

地震への備えや発生時、発生後の行動について学び、防災グッズや非常食づくりの体験を

行ったことで、伝わる学びの機会の重要さを実感した。また、在住外国人同士の交流機会

がなく、多くの外国人が災害時も平時も不安があることがわかった。 

 

④ 安心安全なまちづくり及び地域づくりの支援事業 

１）地域防災教育事業（長岡市） 【継続】 

校区内に居住する学校の理解者としてのサポーター育成を進め、市内 81 校中 72校に、

サポーター（24 名）を配置することができた。長岡版マイ・タイムライン「わが家の防災

タイムライン（小学４～６年生用、中学生～大人用）」の改定及び普及啓発に加え、新たに

作成した「わが家の防災タイムライン土砂災害版（小学４～６年生用、中学生～大人用）」

の試行実践・検証に取り組んだ。 

２）北区あんしんガイドブック更新事業 運営委託業務（新潟市北区） 【新規】 

   新潟市北区防災士の会と連携し、区民全戸に配布する北区あんしんガイドブックの改定

を行った。計４回のワークショップに延べ 77 名の防災士を巻き込み、ガイドブックへの提

案・要望を冊子形式でまとめ直したところ、「これまでのものと大差ないはずなのにわかり

やすい」といった声や「防災訓練だけでなく、地域行事の中でも短い時間で防災を伝える
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機会にも活用できる。」といった、活用場面を想定した意見も生まれた。 

 ３）西蒲区避難所運営委員会講座（新潟市西蒲区） 【新規】 

    西蒲区内 6 中学校防災体験学習に防災士や地域住民を巻き込む機会が増え、地域側でも

避難所運営ゲーム HUG を体験したいという要望が生まれ始めた。 

今年度はモデル地域を選定し、HUG の体験を通じて、多様な地域の主体と避難所運営を

考える研修プログラムの立案と実践を行った。 

  ４）令和６年能登半島地震 災害支援 【新規】 

     地震後、被災地支援を継続的に行っている越乃結組と連携して、仮設住宅に集会場が設

置されている石川県七尾市中島第一仮設住宅及び田鶴浜仮設住宅に交流の場をつくるベン

チプロジェクトを実施した。チーム中越のプロジェクト補助金を活用して支援を行った。 

 

⑤ よりよい未来を創る事業 

 １）こども防災未来会議®2024 及びかべ新聞展示会の開催（長岡市） 【継続】 

今年で 10 回目となる新潟県の防災教育の祭典「こども防災未来会議🄬2024」を開催した。

防災かべ新聞コンクール参加校は７校、県外からの個人参加１名、応募作品数は 82 点、当

日のライブ配信は 161 回再生された。また、参加した子ども 1 人ひとりが考えた「自然災

害から命を守るために、私が一番大切だと思うこと」をまとめたポスターを作成し、県内

約 1,000 か所に配布した。 

 ２）信濃川サミット 2024 運営支援（三条市） 【継続】 

    新潟県内の信濃川流域市町村で川について学んだ小学校を集め、学んだ成果を伝え合い、

交流するイベント「信濃川サミット」の企画・運営支援を行った。参加校は 7 校、参加児

童は 29 名、当日のライブ配信は 331 回再生された。 

３）SDGs を学ぶ会「第 3 回食品ロス学習会」（見附市） 【継続】 

    まずは身近なところで、できるところから食ロスを解消していくこと食品ロス学習会に

て、年代・職種を超えて意見交換を行い、見附市から全国に発信する「私たちの食ロス宣

言」を考える活動の運営支援を行った。中学生からは「給食やお弁当の食べ残しを出さな

い。消費期限や食べられる量を把握して、購入・消費する。」、農業生産者からは「見附の

農業をもっと多くの人に知ってもらう！」といった宣言が提案された。 

 

⑥ 情報発信事業 

 １）動画発信・コンテンツの強化 【継続・拡充】 

新潟県中越地震から 20 年のタイミングで 3 名の語り部から協力をいただき、計 14 本の

動画教材を作成した。 

総務省消防庁からの依頼を受け、「令和 6 年度 防災・危機管理 e-カレッジ」に掲載する

取り組み紹介及び映像の作成に協力した。 

（株）エヌ・シィ・ティと共同で防災に関する動画コンテンツの作成・配信を行った。 

また、補助金 2 件を活用して、動画配信アプリ（Web 版）「カタリ de ツナグ」の作成及

び動画コンテンツの作成環境の強化に取り組んだ。 
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     あしたの日本を創る協会、シビル NPO 連携プラットフォーム、（株）越後天然ガスから

依頼を受け、防災まちづくり・自然災害からの身の守り方・AED の使い方など、計 6 本の

原稿の執筆を行った。 

     

  ２）SNS を活用した情報発信強化 【継続】 

     Instagram や Facebook などの SNS にて、複数枚の写真資料や動画を用いた情報発信を

積極的に行った。情報発信の回数は 81 回、SNS 利用者の目に触れた人数 延べ 16,692 人

で、これまで情報を届けられなかった人にも当法人の活動を知っていただくきっかけにな

っている。新規の事業の獲得にもつなげられるよう、継続していく。 

 

 

２ 事業実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                     （単位：千円） 

事業名 事業内容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事 

者数 

受益対象者の 

範囲及び人数 
支出額 

①学校防災教育

の支援事業 

１）南区中学校防災

教室防災学習支

援業務 

 

２）西蒲区６中学校

防災体験学習及

びサポーター育

成講座実施業務 

 

３）その他学校防災 

教育支援 

１）年度当

初から令

和 6 年 12

月 

２）年度当

初から令

和 7 年 2

月 

 

３）年度当

初から年

度末 

 

１）新潟市 

 

 

 

２）新潟市 

 

 

 

 

３）全国 

 

3 人 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

3 人 

 

１）～３）小・中

学校、高等学校

の教員及び子

ども、保護者、

地域住民、関係

団体 

420 

 

 

 

1,808 

 

 

 

 

1,969 

 

②地域及び家庭

の防災教育支

援事業 

１）各種講座の実施 

 

 

 

 

２）もしもの時の防

災教育（新潟市

西区） 

１）年度当  

 初から年

度末 

 

 

２）令和 6

年 8 月か

ら 11 月 

 

１）県内 

 

 

 

 

２）新潟市 

3 人 

 

 

 

 

2 人 

１）県内の未就学

児、小・中学生、

保護者、地域住

民、関係団体 

等 

２）イオンチアー

ズクラム会員

（小学生）、ス

タッフ 

 

656 

 

 

 

 

5 
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事業名 事業内容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事 

者数 

受益対象者の 

範囲及び人数 
支出額 

③防災教育の推

進に関する交

流・イベント

事業 

１）新発田市・海老

名市ヘルシー

＆スタディプ

ロジェクト事

業 

 

２）防災ファミリー

キャンプ 

 

 

３）外国人のための

防災セミナー 

１）年度当

初から 7

月 

 

 

 

２）年度当

初から 6

月 

 

３）令和 6

年 7 月か

ら 11 月 

 

１）、２） 

新発田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）胎内市 

 

 

 

3 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

2 人 

 

 

 

１）海老名市・新

発田市の小学

生 

 

 

 

２）新発田市内の

全ての子ども

と保護者等 

 

３）新発田市・胎

内市内の在住

外国人 

 

133 

 

 

 

 

 

165 

 

 

 

120 

 

 

 

④安心安全なま

ちづくり及び

地域づくりの

支援事業 

１）地域防災教育 

事業 

 

 

 

２）北区あんしんガ

イドブック更

新事業 運営

委託業務 

 

３）西蒲区避難所運

営委員会講座 

 

 

４）令和６年能登半

島地震災害支

援 

１）年度当

初から年

度末 

 

 

２）令和 6

年 5 月か

ら 10 月 

 

 

３）年度当

初から 10

月 

 

４）年度当

初から 10

月 

１）長岡市 

 

 

 

 

２）新潟市 

北区 

 

 

 

３）新潟市

西蒲区 

 

 

４）石川県

七尾市 

 

5 人 

 

 

 

 

3 人 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

2 人 

 

１）長岡内小・中

学校の教員及

び子ども、保護

者、地域住民等 

 

２）新潟市北区の

地域住民、中学

生 等 

 

 

３）新潟市西蒲区

の地域住民 

 

 

４）石川県七尾市

の地域住民 

 

6,108 

 

 

 

 

951 

 

 

 

 

194 

 

 

 

314 

 

⑤よりよい未来

を創る事業 

１）こども防災未来

会議®2024 及

びかべ新聞展

示会の開催 

 

１）年度当

初から年

度末 

 

 

１） 

長岡震災ア

ーカイブセ

ンターきお

くみらい他 

16 人 

 

 

 

 

１）県内小・中学

校の教職員と

子ども、保護

者、地域住民、

関係団体 等 

1,158 
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事業名 事業内容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事 

者数 

受益対象者の 

範囲及び人数 
支出額 

 ２）信濃川サミット

2024 運営支援 

 

 

 

３）SDGs を学ぶ会

「第3回食品ロ

ス学習会」（見

附市） 

 

２）令和 6

年 10 月

か ら 12

月 

 

３）令和 6

年 12 月

から令和

7 年 2 月 

 

２）県内 

 

 

 

 

３）見附市 

 

 

 

 

3 人 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

２）県内の小学

校、関係団体 

等 

 

 

３）県内の地域住

民、教育関係

者、民間企業、

学生 等 

 

1,007 

 

 

 

 

39 

 

⑥情報発信事業 

 

１）情報発信・コン

テンツの強化 

 

 

 

２）SNS を活用した

情報発信強化 

 

１）、２） 

年度当初か

ら年度末 

 

１）、２） 

全国 

 

2 人 

 

 

１）、２）子ども、

保護者、地域住

民、関係団体・

企業 等 

111 

 

 

 

 

9 
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参考資料１ サポート実績一覧（2024.4.1～2025.3.31） 

 

学校（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）及び教育委員会等 

 

〇防災教育等に関するサポート 236 校 9 団体 

講座、研修会等 159 回    打合せ、相談、コーディネート等 延べ 500 回以上 

 

三条市教育委員会 学校教育課 新発田市教育委員会 生涯学習課 新発田市青少年宿泊施設 

あかたにの家 

長岡市教育委員会 学校教育課 長岡市教育委員会 中央公民館 新潟市教育委員会 学校支援課 

北海道下川町教育委員会 見附市教育委員会 学校教育課 公孫会直江津支部 

三条市立の全 28 小・中学校、中

等教育学校 

上越市立の全 67 小・中学校 長岡市立の全 81 小・中学校 

新発田市立の全 15小学校 魚沼市立広神西小学校（新） 大網白里市立増穂小学校（新） 

加茂市立須田小学校（新） 堺市立浜寺南中学校（新） 田上町立田上小学校（新） 

燕市立小池中学校 燕市立島上小学校（新） 新潟市立内野中学校 

新潟市立臼井中学校 新潟市立味方中学校 新潟市立有明台小学校 

新潟市立岩室中学校 新潟市立漆山小学校 新潟市立大形小学校（新） 

新潟市立大形中学校（新） 新潟市立亀田小学校 新潟市立亀田東小学校（新） 

新潟市立亀田中学校（新） 新潟市立木戸小学校（新） 新潟市立潟東中学校 

新潟市立白根北中学校 新潟市立白根第一中学校 新潟市立曽根小学校 

新潟市立月潟中学校 新潟市立中之口中学校 新潟市立西川中学校 

新潟市立白山小学校 新潟市立白南中学校 新潟市立万代長嶺小学校 

新潟市立巻東中学校 新潟市立巻西中学校 新潟市立巻南小学校 

新潟市立升潟小学校（新） 新潟市立南万代小学校（新） 新潟市立鎧郷小学校（新） 

新潟市立葛塚中学校 新潟県立豊栄高等学校（新） 北海道下川町立下川小学校（新） 

北海道下川町立下川中学校 見附市立葛巻小学校 見附市立新潟小学校 

見附市立南中学校 見附市立今町中学校 弥彦村立弥彦小学校（新） 
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地域・団体・企業等 

 

〇地域防災や防災教育の相談、講師、イベント、研修会等  37 団体 延べ 70 回以上 

イオン 1％クラブ（子ども向け防災イベントの企画実施） 

女たちの震災復興を考える会（ウィルながおかフォーラム） 

株式会社エヌ・シィ・ティ（子ども向け防災教育映像の共同作成） 

株式会社エコノス・国土交通省信濃川河川事務所（信濃川サミット運営支援） 

（公社）中越防災安全推進機構（中越大震災メモリアル基金事業） 

三条市水防学習館（7.13 水害祈念イベント） 

新発田市市民まちづくり支援課（新発田市・海老名市ヘルシー＆スタディプロジェクト事業） 

信濃川河川防災ステーション（防災ステーションオープニングイベント運営支援） 

総務省消防庁（防災意識向上プロジェクト、防災まちづくりマップ動画作成） 

胎内市総務課・新発田市市民まちづくり支援課（在住外国向け防災セミナー） 

特定非営利活動法人多世代交流館になニーナ（防災フェスタ） 

特定非営利活動法人くらしサポート越後川口（語り部動画作成への協力） 

長岡技術科学大学（小・中学校とのコーディネート） 

長岡市河川港湾課（防災ステーションオープニングイベント運営支援） 

長岡市子育ての駅 すこやか・もりもり・やまっこ（母子向け防災講座） 

長岡市大島コミュニティセンター（自治会及び子ども向けの防災講座） 

長岡市川崎コミュニティセンター（親子向け防災講座） 

長岡市青葉台地域連合自主防災会（青葉台中学校区 合同防災訓練の企画支援） 

長岡市宮本地域連合自主防災会（青葉台中学校区 合同防災訓練の企画支援） 

長岡市大積地域連合自主防災会（青葉台中学校区 合同防災訓練の企画支援） 

長岡市青葉台コミュニティセンター（青葉台中学校区 合同防災訓練の企画支援） 

長岡市三島コミュニティセンター（イベントへの出展） 

長岡市与板コミュニティセンター（イベントへの出展） 

長岡和光幼稚園なごみ保育園（イベントへの出展） 

新潟市秋葉区社会福祉協議会・新潟市西蒲区社会福祉協議会（学校防災教育での連携） 

新潟市北区地域総務課・新潟市北区防災士の会（北区あんしんガイドブックの改定支援） 

新潟市紫竹山自治会・新潟市月潟コミュニティ協議会（防災研修会） 

新潟市西蒲区地域総務課（西蒲区６中学校学校防災体験学習等、避難所運営研修会） 

新潟市防災士の会 西蒲支部（防災教育研修会・学校防災教育での連携） 

新潟市南区地域総務課（南区６中学校防災教育支援） 

新潟日報社（防災マップコンクールの広報支援） 

発達障害支援ひだまりの会（防災研修会） 

大網白里市（令和 6年大網白里市防災訓練、総務省消防庁 防災意識向上プロジェクト） 

合同会社スイミー・フリースクールマシュー（フリースクールでの防災プログラムの検討） 

連合新潟（防災研修会）、越後天然ガス株式会社（ブログ記事の執筆） 
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参考資料２ メディア等で取り上げられた活動（2024.4.1～2025.3.31） 

 

 

   
 

   

 

 

新潟日報 2024/4/17  子ども視点で防災ポスター 

BSN 2024/6/4 新発田市防災キャンプ 

NHK 2024/6/7 新発田市防災キャンプ 
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NST 2024/6/9 及び 24/6/10 河川防災ステーション開所 

NCT 2024/6/10 河川防災ステーション開所 及び 

新潟日報 2024/6/13 長岡河川防災ステーション開所 
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NHK 2024/7/29 及び 2024/7/30 神奈川県の小学生 新発田で体験学習 

 

新潟日報 2024/8/2 遠くの仲間と「いざ」学ぶ 海老名市・新発田市防災キャンプ 
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新潟日報 2024/9/27 

向き合う中越地震 20年 川口小 

BSN 2024/10/17 

中越地震から 20年 記憶をつなぐ 新潟日報 24/11/2 体験談 映像教材に 
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新潟日報 24/12/1 信濃川サミット 2024 

NCT 24/12/9 及び 新潟日報 24/12/11 こども防災未来会議🄬2024 


